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(57)【要約】
【課題】展示物の寸法、形状に応じて照明角度を任意に
調整することができ、かつ通路に沿って常に均一な明る
さで照明可能な展示物照明装置を提供する。
【解決手段】光源３を有する灯具２が取り付け保持され
る灯具保持部材４と、灯具２の照明角度調整用の角度調
整部材５とを備え、両者４，５とは共に灯具２の長手方
向の全長よりも短尺であり、かつ、灯具保持部材４は灯
具２が固定される灯具固定アーム部４１と、展示ケース
１の壁面に固定される壁面固定部４２とを有し、両者４
１，４２間がヒンジ４３を介して揺動可能に連結される
一方、角度調整部材５は壁面固定部４２に対して摺動可
能に取り付けられる摺動固定部５１と、この摺動固定部
５１から一体に延設されて灯具２に当接する灯具当接部
５２とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察用の透明パネルが前面に設けられた展示ケース内に配置される展示物を前記展示ケ
ースの斜め上方から照明するための展示物照明装置であって、光源を有する灯具と、この
灯具が取り付け保持される灯具保持部材と、前記灯具の照明角度調整用の角度調整部材と
を備え、前記灯具保持部材と前記角度調整部材とは、共に前記灯具の長手方向の全長より
も短尺であり、かつ、前記灯具保持部材は、前記灯具が固定される灯具固定アーム部と、
前記展示ケースの壁面に固定される壁面固定部とを有し、前記灯具固定アーム部が前記壁
面固定部にヒンジを介して揺動可能に連結され一方、前記角度調整部材は、前記壁面固定
部に対して摺動可能に取り付けられる摺動固定部と、この摺動固定部から一体に延設され
て前記灯具に当接する灯具当接部とを有することを特徴とする展示物照明装置。
【請求項２】
　前記灯具保持部材の前記壁面固定部には、前記角度調整部材の摺動量に対する前記灯具
の傾斜角度に関連付けた傾斜角度読取部が設けられていることを特徴とする請求項１記載
の展示物照明装置。
【請求項３】
　前記角度調整部材は前記展示ケースの天井側において内外を仕切る内装材の内側に設け
られる一方、前記灯具は前記内装材に形成された照明孔に対してその外側から内側に向け
て臨むように配設されていることを特徴とする請求項２に記載の展示物照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば美術館や博物館などの展示室において、観察用の透明パネルが前面に
設けられた展示ケース内に配置される美術工芸品や絵画などの展示物を、展示ケース内の
斜め上方から照明するための展示物照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　美術館や博物館などの展示室においては、図８に示すように、通路ａに沿って展示ケー
スｂが設けられ、この展示ケースｂの前面に観察用のガラス等でできた透明パネルｃが取
り付けられている。そして、この展示ケースｂ内に美術工芸品や絵画などの展示物ｄが陳
列される。
【０００３】
　その場合、陳列された展示物ｄを十分に観察、鑑賞できるように、従来から展示ケース
ｂの天井近傍に展示物照明装置ｅを設け、上方から斜め下方に向けて展示物ｄを照明する
ようにしている。なお、ｆは展示ケースｂの天井側に傾斜して設けられた内装材である。
【０００４】
　ここで、展示ケースｂ内に陳列される展示物ｄは、大小様々な形状のものがあるので、
展示物照明装置ｅは、展示物ｄの寸法、形状に応じて照明角度を任意に調整できる必要が
あるだけでなく、通路ａに沿って常に均一な明るさで照明できることが要求される。例え
ば、屏風や絵巻物などのように展示物ｄが長尺のものでは、通路ａに沿って長く配置され
るので、その照明も通路に沿ってできるだけ均一に照射されることが望まれる。
【０００５】
　ところで、蛍光灯など照明用の光源は、製造上および取り扱い上、一定長さの寸法のも
のに限られるので、上記のように長尺の展示物ｄを照明するためには、展示ケースｂ内に
おいて、照明用の光源を通路ａに沿って順次配列することになる。しかも、照明角度も任
意に調整できる必要がある。そのため、従来の展示物照明装置には、例えば、図９および
図１０に示すような構成を採用したものがある。
【０００６】
　すなわち、従来の展示物照明装置ｅは、展示ケースｂの天井側の内装材ｆに複数の逆Ｕ
字状のアングルｇを通路ａに沿う方向に順次配列固定し、各アングルｇの左右のアーム部
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ｇ１の間に光源を有する灯具ｈをボルトｉとナットｊ等を適用して回動可能に取り付けて
構成されている。
【０００７】
　ところが、このような構成を採用すると、灯具ｈを回動させて照明角度を調整したり、
光源の交換等で灯具ｈをアングルｇから取り外したりする際に、ボルトｉを緩める必要が
生じるため、互いに隣接するアングルｇのアーム部ｇ１相互間には自ずと一定の隙間Ｌ１
を確保することが必要となる。そして、このような隙間Ｌ１を確保する必要があると、灯
具ｈの配置が途切れ途切れとなり、灯具ｈの配列方向において明暗のむらが生じ、展示物
ｄを通路ａに沿って常に均一な明るさで照明することが難しい。
【０００８】
　灯具の複数台を一列に配列する場合において、このような明暗のむらが生じるのを回避
するため、従来技術では、互いに隣接する灯具同士の間の境界部背面側に凹面状の反射体
を設け、光源の端部近傍から出射された光をこの反射体で反射するようにして、配列方向
において均一な明るさを確保できるようにしたものが提案されている（例えば、下記の特
許文献１参照）。
【特許文献１】特開平７－１５１４５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記の特許文献１記載の従来技術では、互いに隣接する灯具同士の間の境界部背面側に
凹面状の反射体を設けているので、通路に沿う方向において展示物を有る程度まで均一な
明るさで照明することが可能である。
【００１０】
　しかし、この特許文献１記載の従来技術の場合、灯具が展示ケースの壁面にそのまま固
定された構造であるため、照明角度を任意に調整することができず、様々な展示物の寸法
、形状に応じて適切な角度で照明を行うことが難しい。
【００１１】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、比較的簡単な構成でもって、
展示物の寸法、形状に応じて照明角度を任意に調整することができ、かつ、通路に沿って
常に均一な明るさで照明することが可能な展示物照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の目的を達成するために、観察用の透明パネルが前面に設けられた展示ケース内に
配置される展示物を前記展示ケース内の斜め上方から照明するための展示物照明装置にお
いて、次の構成を採用している。
【００１３】
　すなわち、請求項１記載の発明に係る展示物照明装置は、光源を有する灯具と、この灯
具が取り付け保持される灯具保持部材と、前記灯具の照明角度調整用の角度調整部材とを
備え、前記灯具保持部材と前記角度調整部材とは、共に前記灯具の長手方向の全長よりも
短尺であり、かつ、前記灯具保持部材は、前記灯具が固定される灯具固定アーム部と、前
記展示ケースの壁面に固定される壁面固定部とを有し、前記灯具固定アーム部が前記壁面
固定部にヒンジを介して揺動可能に連結される一方、前記角度調整部材は、前記壁面固定
部に対して摺動可能に取り付けられる摺動固定部と、この摺動固定部から一体に延設され
て前記灯具に当接する灯具当接部とを有することを特徴としている。
【００１４】
　また、請求項２記載の発明に係る展示物照明装置は、請求項１記載の発明の構成におい
て、前記灯具保持部材の前記壁面固定部には、前記角度調整部材の摺動量に対する前記灯
具の傾斜角度に関連付けた傾斜角度読取部が設けられていることを特徴としている。
【００１５】
　また、請求項３記載の発明に係る展示物照明装置は、請求項２記載の発明の構成におい
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て、前記角度調整部材は前記展示ケースの天井側において内外を仕切る内装材の内側に設
けられる一方、前記灯具は前記内装材に形成された照明孔に対してその外側から内側に向
けて臨むように配設されていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１記載の発明によれば、灯具を灯具保持部材の灯具固定アーム部に取り付けると
ともに、壁面固定部を展示ケースの壁面に固定した上で、角度調整部材の摺動固定部を壁
面固定部に対して摺動すると、灯具当接部が灯具に当接して押圧するので、これによって
、灯具が灯具固定アーム部と共にヒンジを中心にして回転し、灯具による照明角度を任意
に調整することができる。しかも、灯具保持部材と角度調整部材とは、共に灯具の長手方
向の全長よりも短尺になるように形成されているので、複数の灯具を通路に沿う方向に一
列に配列した場合でも灯具保持部材と角度調整部材が隣接する灯具に対して干渉すること
がない。そのため、互いに隣接する灯具相互間の隙間を極めて狭くすることができ、通路
に沿って常に均一な明るさで照明することが可能になる。
【００１７】
　また、請求項２記載の発明によれば、灯具保持部材の壁面固定部には、角度調整部材の
摺動量に対する灯具の傾斜角度に関連付けた傾斜角度読取部が設けられているので、角度
調整部材の摺動位置から容易に灯具の傾斜角度を読み取ることができ、灯具の照明角度の
調整を簡単に行うことができる。
【００１８】
　また、請求項３記載の発明によれば、角度調整部材は展示ケースの天井側において内外
を仕切る内装材の内側に設けられるので、展示ケースの内側から傾斜角度読取部を容易に
視認することができ、灯具の照明角度の調整が簡単であるとともに、灯具は展示ケースの
内側にそのまま露出しないので、見た目が良く、展示物の観察、鑑賞の邪魔になることが
ない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳しく説明する。図１は本発明の
実施の形態における展示物照明装置を展示ケースに設置した状態を拡大して示す側面断面
図、図２は同装置を構成する灯具を一列に配列した状態を示す正面図、図３は同装置を構
成する灯具保持部材の正面図、図４はその側面図、図５は同装置を構成する角度調整部材
の正面図、図６はその側面図、図７は灯具保持部材に角度調整部材を組み付けた状態を示
す正面図である。
【００２０】
　この実施の形態の展示物照明装置は、展示ケース１内の天井近傍の通路側の位置に複数
台の灯具２が通路に沿うように一列に配列されている。そして、各灯具２の内部には光源
となる蛍光灯や白熱灯などの直管型のランプ３が設けられている。また、各々の灯具２に
対しては、灯具２が取り付け保持される灯具保持部材４と、灯具２の照明角度調整用の角
度調整部材５とが配設されている。
【００２１】
　この場合、灯具保持部材４と角度調整部材５とは共に、各灯具２の長手方向の全長の寸
法よりも短尺になるように形成されている。そして、灯具保持部材４の後述する壁面固定
部４２と角度調整部材５の後述する摺動固定部５１とは展示ケース１の天井側の内外を仕
切る内装材６よりも内側に位置するように設けられる一方、灯具２は内装材６に形成され
た照明孔６１に対してその外側から内側に向けて臨むように配設されている。これにより
、各灯具２によって展示ケース１内の図示しない展示物が斜め上方から照明される。
【００２２】
　上記の灯具保持部材４は、灯具２が固定される平板状の灯具固定アーム部４１と、展示
ケース１の通路側の垂直な壁面に固定される平板状の壁面固定部４２とを有し、灯具固定
アーム部４１が壁面固定部４２に対して蝶番等からなるヒンジ４３を介して揺動可能に連
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結されている。また、この灯具保持部材４の壁面固定部４２の左右位置には角度調整部材
５を取り付けるための蝶ナット７が螺合されるネジ部４４が突設され、また、左右のネジ
部４４の間の位置には角度調整部材５の摺動量に対する灯具２の傾斜角度に関連付けた傾
斜角度読取部４５が角度目盛として形成されている。
【００２３】
　一方、角度調整部材５は、壁面固定部４２に対して摺動可能に取り付けられる摺動固定
部５１と、この摺動固定部５１から一体に延設された灯具当接部５２とを有し、灯具当接
部５２の灯具２に当接する先端部分は略ヘの字状に屈曲されている。また、摺動固定部５
１には、その左右位置に灯具保持部材４のネジ部４４が挿通される取付位置調整用の長穴
５３が形成され、また、左右の長穴５３の間には傾斜角度読取部４５を露出させるための
切欠部５４が形成されている。
【００２４】
　上記構成において、展示物照明装置を展示ケース１に装備する際には、灯具２を灯具保
持部材４の灯具固定アーム部４１にネジ等で固定するとともに、灯具２が内装材６の照明
孔６１に対してその外側から内側に向けて臨むようにして壁面固定部４２を展示ケース１
内の通路側の内装材６よりも内側の垂直な壁面にネジ等で固定する。
【００２５】
　次に、角度調整部材５の摺動固定部５１に設けられている長穴５３を灯具保持部材４の
ネジ部４４に挿入してから、このネジ部４４に蝶ナット７を螺合した上で、角度調整部材
５を長穴５３に沿って上下に摺動する。すると、角度調整部材５の灯具当接部５２の先端
部分が灯具２に当接してこれを押圧することになるので、これによって、灯具２が灯具固
定アーム部４１と共にヒンジ４３を中心にして回転するため、灯具２による展示物に対す
る照明角度を任意に調整することができる。
【００２６】
　その際、角度調整部材５に形成された切欠部５４によって傾斜角度読取部４５が展示ケ
ース１の内側に向けて露出しているので、傾斜角度読取部４５の目盛を目安にして容易に
灯具２の傾斜角度を設定することができ、灯具２の照明角度の調整を一層簡単に行うこと
ができる。
【００２７】
　そして、灯具２の照明角度が適切になるように調整した後は、蝶ナット７を確実に締結
することで、灯具２が所定の照明角度に固定される。また、展示物が交換されて照明角度
を変更する必要が生じたときには、蝶ナット７を緩めて角度調整部材５を切欠部５４に沿
って摺動させることで灯具２の角度をθ１～θ２の範囲で任意に調整することができる。
【００２８】
　しかも、この実施の形態の場合、灯具保持部材４と角度調整部材５は共に灯具２の長手
方向の全長の寸法よりも短尺になるように形成されているので、図２に示すように、複数
の灯具２を通路に沿う方向に一列に配列した場合でも、灯具保持部材４と角度調整部材５
が隣接する灯具２に干渉することがない。そのため、互いに隣接する灯具２の相互間の隙
間Ｌ０を極めて狭くすることができ、その結果、通路に沿って常に均一な明るさで照明す
ることが可能になる。
【００２９】
　なお、上記の実施の形態では、美術館や博物館などの展示室に陳列された美術工芸品や
絵画などの展示物を照明する場合について説明したが、本発明はこれに限定されるもので
はなく、食品、衣類、宝石等の販売商品が展示物として配置された展示ケース内を照明す
る場合にも適用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施の形態における展示物照明装置を展示ケースに設置した状態を拡大
して示す側面断面図である。
【図２】同装置を構成する灯具を一列に配列した状態を示す正面図である。
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【図３】同装置を構成する灯具保持部材の正面図である。
【図４】図３の灯具保持部材の側面図である。
【図５】同装置を構成する角度調整部材の正面図である。
【図６】図５の角度調整部材の側面図である。
【図７】灯具保持部材に角度調整部材を組み付けた状態を示す正面図である。
【図８】展示ケース内に設置された展示物を照明する場合の状況を示す説明図である。
【図９】展示ケース内に設けられた従来の展示物照明装置の配置状態を示す正面図である
。
【図１０】図９の符号Ｘで示す部分を拡大して示す正面図である。
【符号の説明】
【００３１】
　１　　展示ケース
　２　　灯具
　３　　光源（ランプ）
　４　　灯具保持部材
　４１　灯具固定アーム部
　４２　壁面固定部
　４３　ヒンジ
　４５　傾斜角度読取部
　５　　角度調整部材
　５１　摺動固定部
　５２　灯具当接部
　６　　内装材
　６１　照明孔

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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